
分散給電方式に必要な技術�

項　　目�

信頼性の向上�

設備の経済化�

施工性の向上�

故障時の影響範囲の縮小�

設備の低架化及び小型・軽量化�

●設備容量の最適化�
●量産効果�
●電気料金の削減�
（設備の高効率化）�
（配線ロスの減少）�
�

荷重の低減�

装置の経済化�

装置の高効率化�

保守性の向上�

施工性の向上�

設計の容易化�

内　　容�

背　景�

�通信機械室への�
設置�
�

高周波スイッチング技術による�
小形・軽量化と高効率化�
�

マイクロプロセッサによる�
監視・診断機能の付加�

装置のユニット化�

シール鉛蓄電池の適用�

設備数の増大�

�

工事の簡易化�

課　題�

�

適用技術�

分散給電方式のメリット�


